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令和 5年度幕別町地球温暖化対策推進委員会 

第３回審議会 議事録 

 

【開催日時，場所，出席者】 

日 時 2023年 11月 15日（水）14:00～15:30 会 場 幕別町役場 

委員長 梅津 一孝 〇 委 員 佐藤 博志 〇 事務局 佐々木 英行 〇 

委 員 岡坂 和春 〇 委 員 宇佐美 純一 〇 事務局 森 考由 〇 

委 員 三島 均 〇 委 員 楠 美智子 × 事務局 古市 智也 〇 

委 員 林 勝也 〇 委 員 西山 修一 × 委託会社 西田 功児 〇 

委 員 伊藤 光一 〇 委 員 山崎 和夫 〇 委託会社 大西 宏実 〇 

委 員 牧村 克司 ×   〇 委託会社 今城 裕里 〇 

委 員 刈谷 繁美 〇 事務局 寺田 治 〇 委託業者 長谷川 啓一 〇 

委 員 橋本 靖博 × 事務局 山岸 伸雄 〇 委託業者 野田 圭介 ○ 

委 員 神山 央 〇 事務局 井上 一成 〇 委託業者 小瀬澤 美希 ○ 

○：出席，×：欠席 

 

【配付資料】 

資料：再エネ導入に係るゾーニングについて 

   幕別町ポテンシャルマップ（案） 

   幕別町ゾーニングマップ（案） 

   幕別町ゾーニングマップ畜産バイオマスゾーニングエリア差し替え 

   

【議事内容】 

1. 開会 

 

2. 委員長挨拶 

 

3. 議題 

（１）専門家等とのヒアリング結果を踏まえたゾーニング案について 

前回委員会でのご質問、ご意見への対応結果を示した。また、自然環境等の既往情報の調査、ヒア

リング結果を説明した。また、これらを反映したゾーニングマップの実施方針と結果について、ポテ

ンシャルマップ、要素マップ、各再生可能エネルギーのゾーニング区分の定義とゾーニングマップ等

を示しつつ説明を行った。 

また、ゾーニング結果から開発可能性が見込める町内の再生可能エネルギー発電量と、昨年度に計

画した本町の再生可能エネルギー導入目標（案）に基づく将来必要な発電量を比較した。 

 

＜ゾーニング案に対する意見＞ 

① 岡坂委員 

畜産バイオマスについて、現在堆肥化するものが多くあり全て再エネポテンシャルとして捉える

ことはできないのではないか。また、国の施策にも「みどりの食料システム戦略」等で有機栽培を目

指しており、さらに堆肥利用の需要が高まると思われる。 

 再生可能エネルギーの導入の観点から、今回は全て畜産バイオマスとして用いた場合のポテン

シャルとして評価をしている。今後の検討においては畜産事業者の状況を確認しながら、エネル

ギー利用可能な資源量の精緻化が必要と考えている。（委託会社） 
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② 委託事業者 

し尿処理後に液肥が生じるが、幕別町内で液肥の利用は想定できないか。 

 堆肥と液肥は異なるものであり、現状幕別町内で消化液を使っているところは無い。（岡坂委員） 

 それぞれの使い方は、今後実際にプラントを作った際に考えていく必要がある。また、事業化に

向けては、営農を基本とした観点から考える必要もある。（委員長） 

 来週から畜産事業者へのアンケートを予定しており、そのアンケートにて現状のたい肥化の割

合などを聞くことを検討する。（委託会社） 

 

③ 岡坂委員 

ポテンシャルとしてはかなり楽観的な案になるのではないか 

 捉え方にもよるが、本検討結果によるポテンシャルマップやゾーニングマップは、町全体の再生

可能エネルギーのポテンシャルが掴めるものになっている。このポテンシャルが実際に活用で

きるかどうかは、その他にも送電線との関係や消化液の還元圃場との関係など、各種の検討が必

要となる。（委員長） 

 

④ 三島委員 

太陽光の大規模のゾーニングマップに示される促進エリアについて、ポテンシャルマップでは「ポ

テンシャルがない（白塗り）」ように見える。 

 ポテンシャルは、環境省の REPOSをもとにしている。白塗りになっている理由は、ポテンシャ

ルはあるが環境省の評価から除外されているため。ポテンシャルマップでは、白抜きとなるが、

町内では活用可能なエリアとして評価した。（委託会社） 

 忠類支所の南部は、山の部分で平地部がないため、ポテンシャルが評価されていない可能性があ

る。また町内の北部の相川地域のポテンシャルがREPOSで評価されていない理由は不明なため、

次回までに調べておく。（事務局） 

 ゾーニングマップを公開した場合に誤解を招かないように整理しておく必要がある。（委員長） 

 

⑤ 三島委員 

幕別町の農家や畜産事業者だけでなく、鹿追町の畜産バイオマス活用事例も良い参考になるので

はないか。 

 周辺自治体の情報も収集し検討する。（委託会社） 

 

4. その他 

今後の予定について 

 今後は昨年度策定した地球温暖化対策実行計画とゾーニングを合わせて、地球温暖化対策実行

計画として策定し、パブリックコメントを実施予定 

 また、12月には住民説明会（幕別、札内、忠類地区）も実施予定 

 第 4回委員会はパブリックコメント、住民説明会を踏まえて、来年 1月中旬ごろの開催を予定 

 →座長と日程調整した結果、次回は２月６日に開催する見込み 

 

5. 閉会 

以上 


